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サンス文化に関する研究の最近の動向をふまえて、パジャントリ研究が持つ重要性を浮彫にする( i i )。
さらに、エリザベス朝舞台とそこに上演された演劇とを、パジャントリの影響の面から再構成する歴史
主義的研究の方法が、現代のシェイクスピア学において重要な役割を担うことを示す( i i i )、( iv) 0 




していることを論じる( i i )、( i i i )0 
m A Study of “ Triumph" in Richard l. 古典的「凱旋式J の概念がルネサンスに復活し、さ
らにそれがシェイクスピアの想像力と結合してこの史劇の大きい主題の一つを構成している点を解明







ことを実証する( i i )。 そして「凱旋式形式j の中心に来る戦車が演劇化され、エリザベス朝の舞台












朝舞台の観客に受けつがれ、国王とは人々が「驚きの眼で見る j 対象となっているのである( i i )。
次にいわゆる「棄却の場J を考察するに先立ち、シェイクスピアの史劇の結末部でパジャントリの演













復古期の舞台ではその本来の重要な機能と意義とを失なったのである( i i )。

































六世』第 l 、第 2 、第 3 部、 『ヘンリ一八世』などを省いて代りにこの 2編を取上げたことについて
何らかの説明がないと、表題との食い違いに戸惑いを感じる。また、パジャントリの影響はシェイク
スピア劇全体でなく特に史劇において著しいとすれば、その点について若干の注釈が望ましい。さら
-3 ー
に、パジャントリそのものについては「序論」で詳細に検討しているが、シンボルとエンプレムとの
相違、ならびにそれぞれの具体的実例、についての説明がやや不足している。しかしながら、これら
はいわゆる白玉の微暇であって本論文の本質的価値をいささかも減ずるものではない。
以上の観点から本論文は文学博士の学位を授与するに十分適格であると認定する。
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